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ハ
ナ
ア
ブ
は
ハ
エ
に
近
い

　

ハ
ナ
ア
ブ
は
、
ハ
エ
目
ハ
ナ
ア
ブ
科

に
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
昆こ
ん

虫ち
ゅ
う

で
す
。
ハ

エ
目
は
、
翅は
ね

が
２
枚
の
ハ
エ
や
ア
ブ
、

カ
、
ガ
ガ
ン
ボ
な
ど
の
仲
間
が
含ふ
く

ま
れ

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
ハ
ナ
ア
ブ
は
、
名

前
に
「
ア
ブ
」
と
付
き
ま
す
が
、
動
物

の
血
を
吸
う
こ
と
で
有
名
な
ア
ブ
の
仲

間
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ハ

エ
に
近
い
仲
間
で
す
。
ハ
ナ
ア
ブ
科
は

知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
も
日
本
に

４
５
０
種
以
上
が
お
り
、
さ
ら
に
ま
だ

名
前
の
付
い
て
い
な
い
種
も
あ
り
ま

す
。
ハ
エ
の
仲
間
は
研
究
が
進
ん
で
い

な
い
グ
ル
ー
プ
も
多
く
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
新
種
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ナ
ア
ブ
は
名
前
の
通
り
花
を
訪
れ

て
蜜み
つ

を
吸
う
種
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

成
虫
は
ハ
チ
に
見み

間ま

違ち
が

え
ら
れ
る
よ
う

な
黄
色
と
黒
の
種
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
全
身
が
黒
い
種
や
金
色
の
種
な
ど

も
い
ま
す
。
人
を
刺さ

す
こ
と
も
血
を
吸

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幼
虫
の
姿
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
草
の
茎く
き

に
付
い
て
い
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
を
食

べ
る
ヒ
ラ
タ
ア
ブ
類
の
幼
虫
や
、「
オ

ナ
ガ
ウ
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
呼
吸
管
の
長

　花の周りに黄色や黒の虫が飛んでいるのを見て、「ハチだ！」という人も
多いでしょう。しかしよく見てみてください。実はハチではなく「ハナアブ」
だったということも多いのです。「ハナアブってアブ？　やっぱり刺すの？」と
聞かれることもしばしば。実は奥

おく

深
ぶか

いハナアブの世界をのぞいてみましょう。

熊
くまざわ

澤辰
たつのり

徳
大阪市立自然史博物館
外来研究員、オンライン
生物雑誌『ニッチェ・ライフ』
編集委員長

オオハナアブ。秋に見られる大型のハナアブ。一見
マルハナバチの仲間のように見えるが、毒針は持って
いない。本種をはじめ、秋にはツワブキの花を訪れる
ハナアブが多く、花の少ない時期に貴重な食事処に
なっている。ハナアブは大きく目立つ花、白や黄色の
花などに来ることが多い。

❶植物に付く小さなヒラタアブ類の卵。 ❷ヒラタアブ類の幼虫
はアブラムシを食べる。❸ヒラタアブ類のさなぎ。しずく型の小さなさなぎが茎や葉に付
いていたら、やがてそこからハナアブが羽化するだろう。

❶

ホソヒメヒラタアブの成虫。春先や秋に、花の
周りなどで普通に見られる。より大型のミナミ
ヒメヒラタアブなど、よく似た種がいる。ハナ
アブを含め、ハエ目の仲間には似た種が多く、
種名の確定（同定）が難しいものも多い。
写真を見ると、翅が2枚で、翅の付け根付近
に平均棍（へいきんこん）があるのが分かる。
平均棍は、飛翔中の平衡を保つのに使う。

❷ ❸

平均棍
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い
ナ
ミ
ハ
ナ
ア
ブ
な
ど
の
幼
虫
、
そ
し

て
ア
リ
の
巣
の
中
で
生
活
す
る
ア
リ
ス

ア
ブ
（
ア
リ
ノ
ス
ア
ブ
）
の
幼
虫
と
い
っ

た
よ
う
に
、
各か
く

環か
ん

境き
ょ
う

に
適
応
し
て
い
ま

す
。

　

ハ
チ
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
翅
の
枚
数
（
ハ
チ
は
４
枚
、

ハ
ナ
ア
ブ
は
２
枚
）
や
、
眼
の
形
な
ど
で

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ズ
メ

バ
チ
の
仲
間
に
似
た
ナ
ガ
ハ
ナ
ア
ブ
類

な
ど
、
飛
ん
で
い
る
と
き
は
羽
音
ま
で

ハ
チ
に
似
た
種
も
お
り
、
一
見
区
別
し

づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ナ
ア
ブ
の
多
く
は
植
物
の
花
粉
を

運
ぶ
送
粉
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
受
粉
へ
の
貢
献
度
合
い
が
高

い
生
き
も
の
で
す
。
実
は
身
近
な
環
境

の
維い

持じ

や
ヒ
ト
の
暮
ら
し
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
ハ
ナ
ア
ブ
、

そ
の
生
態
や
分
類
は
ま
だ
ま
だ
研け
ん

究き
ゅ
う

途と

上じ
ょ
う

な
の
で
す
。

本コーナーは、エプソン
純正カートリッジ引取回収
サービスを利用されたお客
様のポイント寄付によるご
支援をいただいております。
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ハエ目
（双翅目）

ハチ目
（膜翅目）

長角亜目
（カ亜目）

短角亜目
（ハエ亜目）

細腰亜目
（ハチ亜目）

広腰亜目
（ハバチ亜目）

アミカモドキ下目
ハネカ下目
ガガンボ下目
コシボソガガンボ下目
カ下目
チョウバエ下目
ケバエ下目

ミズアブ下目
キアブ下目
アブ下目
ハエ下目

触角が長い

翅は２枚

翅は４枚
腰がくびれる

腰のくびれが
あまりない

触角が短い ハナアブ
はココ

ハチの仲間
アリの仲間

ハバチの仲間

アブ
はココ

ハエとハチは分類的には異なるグループ。ハエ目は大きく
カに近い仲間（カ亜目）とハエに近い仲間（ハエ亜目）に分
かれる。和名の付け方は見た目の印象によるところがあ
り、カ亜目にケバエなどハエと名前が付くものがいたり、ハ
エ下目にハナアブなどアブと名前が付くものもいる。
※研究の発展に伴い、分類が流動的に変更されている。

複眼が大きく、ハエら
しい顔をしている。
ハナアブの口は他の多
くのハエと同様に先が
平たく、花の蜜などを
なめやすい。

◀アブの仲間（アブ科）。
いわゆる血を吸うアブとして知られるのはハエ
目の中のアブ科の種だ。ただし血を吸うの
はアブ科のメスのみ。ヒトを刺すアブは口が
とが

ぬ

尖っており、体がずんぐり丸く、触角が太く角
状に見えるものが多い。
アブに刺されるのを防ぐには、アブに使える虫
除けスプレーが有効。もし刺された場合は、
早めに水で洗い、ステロイド系の塗り薬を使う
と良い。

春先に草地や公園など
で飛んでいるのが見ら
れる。長い口吻で花の
蜜を吸う。ハチのよう
にも見えるが人は刺さ
ない。

よく見られるムシヒキアブの仲間も
口が尖っているが、こちらは普通ヒ
トを刺さない。体は比較的細長く、
脚に棘が多い。

翅は2枚大きな
複眼

小さめの複眼

翅は合計4枚

体がずんぐり 触角が太く
角状

ハエ下目ハナアブ科

アブ下目アブ科

ハチ目

ハエ下目ツリアブ科

顔の両側に小さめの複
眼がある。また翅をよ
く見ると、大小の翅が
2枚ずつ、計4枚ある。
むやみに人を刺すこと
はないが、腹部先端に
毒針を持つ。




